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支部長就任ご挨拶 

３１期 地域文化学科 水口町 森井幸三 

去る４月２２日の定期総会において、橋本前支部長の後を引き

継ぎ支部長の大役を仰せつかることとなりました。 皆様方のお

力添えを得て一生懸命務めさせていただきますので、ご協力の程

よろしくお願い申し上げます。 

 同窓会は多様なニーズを持った人たちの集まりであり、同窓会

への期待も人それぞれに異なるものがあります。 同窓会の役割

は「仲間同士集まる機会の提供」「仲間への各種情報発信」に集約

されるのではないでしょうか。その中で、同じ趣味を持つ方々が

活動を共にして親睦を深めていければと思っています。 

すべての会員を満足させる同窓会活動が理想ではありますが、

せめて、いろんな行事に参加された方が「楽しかったな」「また出

会おうな」と思えるような同窓会活動にしたいものです。 

 今年度の同窓会活動について主な変更点は次の通りです。 

1) 組織体制を変更しました。 

   三役が支部長 副支部長２名 会計の４名体制から支部長 副支部長２名(うち 1 名が会計

担当)の３名体制となりました。 

2) 事業遂行に当たる各部の独立 

事業遂行にあたっては総務研修部・健康福祉部・文化広報部に配属された各理事を三役が総

括する体制でした。 今年度から体育部・文化広報部・ボランティア活動部・作品展、新入会

員歓迎会部・研修旅行部の５部とし、各理事が分担、その理事互選で部長が選任され、部長主

導のもと事業が遂行されることとなります。三役はこれら事業を総括することとなります。 

3) ボランティア活動部の新設 

 昨年から取り組んできた「同窓会としての地域貢献の在り方」の検討の中から「ボランティ

ア懇話会」を組成し、湖南市・甲賀市にボランティア団体登録を行いました。 この活動をよ

り推進するため、新たに「ボランティア活動部」を新設したものです。  

 各事業活動について企画立案等は各部が責任をもち実施していきますが、活動に際しては全役員

が協力して取り組むことを基本としています。 

 

 最後に三役を紹介します。 

  支部長   森井幸三 水口 ３１期 地域文化学科卒 

  副支部長  鈴木 勲 甲南 ２１期 スポレク学科卒 

  副支部長  前田松枝 土山 ３０期 スポレク学科卒 

会員皆さんあっての同窓会であり、参加者あっての事業活動です。三役・各理事一体となって会員に喜

ばれる同窓会にしたいと思っています。 

皆さん方のご協力・ご参加よろしくお願い申し上げます。  
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  支部長を退任するにあたって 
 

           ２３期園芸卒 甲賀町 橋本元夫 

 

木々の緑も深みを増し、すっかり夏めい

て参りましたが 皆様にはますますご健勝

のこととお喜び申し上げます。 

２年前年配ではありましたが皆様のご支

援により支部長に就任させて頂き、今日ま

で三役・理事さん・各会員の皆さん方の心

温まる御協力を賜り衷心から御礼申し上げ

ます。 

支部の活性化をテーマに誠心誠意取り組

んでまいりましたが、その結果 支部とし

てボランテイア活動がスタートすることが

出来ました。又組織の充実をめざし執行体

制を見直し３役のうち会計を副会長の兼務とし役員の選出をしやすくしまし

た。又行事毎に部長を置きやりがいと責任の分散を図りより多くの人が運営に

かかわりをもってもらえるようにしました。 

また少しでも運営をしやすくするため費用弁償指針・HP支部規約・会計 

処指針等を理事会の協力を得て制定しました。当初私が思っていた組織の大幅

改革等には及びませんでしたが３回にわたってプロジェクト検討会を開催、 

皆さんに協議して頂けたことに感謝しております 

 ２３期生として平成１４年に同窓会に入会、１６年から甲賀町地区の理事を

始め１８〜１９年に会計２０〜２５年理事、２６〜２７年支部長に至ります。 

平成１９年１０月に文化広報部の方々と「同窓会甲賀支部の歩み」を発行支部

の活動歴史として今日も継続して編集れています。平成１７年 GG同好会を、２

４年に里山ハイキングを有志の方々とともに結成しました。今日も活発に自主

運営をされていて関係者のご尽力に感謝しております。 

私も今年６月２３日で満８１歳になります。毎日甲賀町中央公園を約４０分

間ウオーキングして畑仕事と共に健康維持に努め、老人クラブの人たちと楽し

く生活を送っています。近くに来られたら立ち寄ってください。 

 支部のますますの発展と皆様のご健勝を願って支部長退任の挨拶とさせてい

ただきます。 
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 米寿の祝い 

 

 

祝辞に感謝

風薫る５月、２８年度定期総会の席上に於いて長寿の祝辞を賜り有り難く厚く御礼申し上

げます。気が付けば何時の間にか米寿を迎えました。  

父が他界した年齢を遥かに越える長きを生かされて来ました。それでも社会貢献は父の足

元にも及ばないのが現実です。 

レイ大に入学を許され２年間多くの級友に支えられ楽しく通学させて頂きました。卒業後

は受けた知識を生かし地域のリーダーとして活躍する責務があると定められていましたがな

かなかその器になれず消光しています。 

只我が集落も例にもれず少子高齢化、過疎が進み連帯交流が絶えて来ました。そこで何と

かしょうと始めたのが環境整備でした。 

千本桜を目指し植樹手入れ等みんなが集い、わいわいがやがやと将来を語り交流を深めて

来ました。幸いに鮎川の桜は今日、花見の穴場として万余の客が訪れて下さり、一時の活気

が溢れます。 

超高齢化して来た集落に活力を永久に続ける良きことは見付かりませんが後退はさせぬよ

う願っております。 

今では家業の手伝い人として健康に留意して生涯助役を目指します。 

本会の益々の発展を祈念致しますと共に御礼申しあげます。 

１７期 文芸 谷北嘉一郎 
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去る、平成２８年４月２２日（金）水口中央公民館に於いて 

支部定期総会が開催されました。開催の挨拶等の後、提案事項について全て 

原案どおり可決承認されました。また、会計予算案に於いて支出の項目に 

ボランティア活動費が新たに計上されました。 

会則では（役員）等改正されていますので詳細は会則をご覧になってください。総会終了後、

３３期園芸学科卒 

片淵満様による「てづくりの桜並木とキヤラクター通り」と題しての講演を聞き閉会しました。 

記 ２８期 陶芸 植西偉文 

片
淵
満
さ
ん 

新三役 左から 

森井幸三支部長 

鈴木勲副支部長 

前田松枝副支部長 

 

講
演 

 

「
て
づ
く
り
の
桜
並
木
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
通
り
」 

甲賀・湖南支部定期総会 
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レイカディア同窓会 甲賀・湖南支部 
グラウンドゴルフ大会 

平成 28年 6月 13日 甲南・杣川グラウンド 

体育部 27期 陶芸 畑中良一 

 

 

 

 

 

 

優勝 21期 スポ 鈴木勲さん 

準優勝 2７期 陶芸 小林龍朔さん 
三位 2８期 陶芸 木村栄子さん 
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  里山ハイキング同好会例会報告 

油日神社、擽野寺、椿神社（鏑流馬）巡り 

4 月から 5 月にかけては各地で祭りが多いが、甲南に住む会員から地元の椿神社では 300

年ほど前から鏑流馬をやっているという話を聞いて見に行こうということになりました。 

4 月 3 日（日）に甲南にある 3 箇所の社寺のうち擽野寺（らくやじ）に行った。当寺は「い

ちいの観音」と言われ、「いちいの」は擽野の字を当てる。天台宗総本山延暦寺の末寺で、往

古は甲賀六大寺の筆頭でありました。 

ここで甲賀三大仏の一つ薬師如来坐像と、他の団体と一緒に秘仏である十一面観世音（1

丈 1 尺）を中心に二十体の仏像を見ることが出来ました。甲賀の里にこのような立派な重文

の仏像があることに感激しました。 

その後行った油日神社は本殿（重文）などは出来るだけ飾り金具などを付けない木造のま

まシンプルな所が特徴とのことでした。宝物館では改修の履歴を示す棟札などついて宮司さ

んから丁寧な解説をして頂きました。 

そして午後から期待した椿神社の鏑流馬を見物しました。 

椿神社の鏑流馬は寛永年間（1624～1645）神社造営の時鏑流馬を奉納したことが始まり

といわれています。七十軒ほどの集落でこの伝統を引き継がれているのは並大抵のことでは

ありません。 

鏑流馬の語源は馬を馳せながら矢を射る「矢馳せ馬」

から来ています。馬に乗った射手が狩装束をまとい馬

を疾走させて矢を合歓木で作った割板の的に当てる。       

的は厄除けとして各家に持ち帰ることになります。 

射手は二十代の若者が 1 週間ほど馬事練習場の特訓

でやるそうです。この日の鏑流馬の馬は白馬で赤い綱

で飾られ堂々とした姿でした。 

射手は矢を射るだけでなく両手を広げたり、扇子を

両手にかざしたり三様の疾走がある。この馬には鐙（あぶみ）がなく両足を広げたままで駆

けるのには驚きました。ただ矢を射るときにはスーツを着た男性が手綱を引き駆けながら先

導しました。 

130ｍ程の距離を疾走して的に矢を放ったのです

が、パーンという音を響かせて見事に当たった時に

は見物の人の拍手喝さいで、大いに盛り上がりまし

た。 

あまり時間に余裕がなかったためハイキングは出

来なかったが、ラストが良かったので祭りを十分 

堪能出来ました。 

                

里山ハイキング同好会会長 高山雅史 
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 近況報告 
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３３期 園芸科 田村光男 

 無事定年退職。自由奔放の身になったが、これから何をなすべきかと暗中模索。定年退職を無事 

終えたのも、地元の方のご協力のお陰と感謝。出来れば地元に何かで恩返ししたいと沈思黙考。 

 当方の性分から毎日・短期・長期のプランを持っていないと、ノラリクラリと過ごしてしまうのが 

透けて見える。時間は有るが金は無い。二日酔いが趣味の当方には朝方の時間のケジメが大事。 

児童委員をしていた経験と自分の健康保持を兼ねて、小中高校生の朝の登校時の交通安全 

見守り活動と声掛け運動を決心。 

活動場所は旧東海道と県道の交差点で、活動時間は通学日の７時１５分から４５分までの３０分。 

元気な声で「おはよう」「おはようございます」と元気に挨拶を返してくれるのが、 

何とも言えない健康良薬。 

 あれから１３年。小学校入学後、夏休み前までおばあさんに付き添われて登校していた男の子が、 

高校生となり声変わりした声で「今日は！」と挨拶を受け成長した姿を見て嬉しいものです。 

半面、当方も年をとったものだと痛感。 

 ５年程前のある朝、自転車に乗って喚きながら５０歳位の顔面髭だらけの不審者が登場。自転車を 

止めて集団登校時の児童に何かを言ったため、立ち去るように注文。「何を！」と髭面の男が仁王立 

問答の結果、当方の悪面が効いたのか文句を言いながら立ち去りました。 

児童は無事に登校。今後の事を考え、駐在所に連絡。駐在所が即駈け付け１キロ先で職務質問。 

大阪方面から来た放浪者であったようです。 

後で振り返ると児童にも我が身にも何事もなく安堵。今一歩で、この世とさらばだったと身震い。 

お陰様で十数年間大病をすることも無く過ごせたのも、朝立ちがあったからと捉えて 

おります。今後も見守り活動を続ける所存です。 

 

 

ボランティア活動を回顧 
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 平成２８年度レイカディア本部定期総会が５月２６日（木）レイカディア大学草津校 

教室に於いて県下各支部の会員９１名出席のもと盛大に開かれました。 

議事に先がけ平成２８年度長寿者（白寿、米寿）の慶祝の儀が行われ白寿１名、米寿２９名 

の方々に礼状と記念品をお受け取りいただきました。 

 甲賀、湖南支部関係で米寿２名が対象となりました。 

   谷北嘉一郎氏（文芸１７期生）土山 

杉本つた子氏（生活１３期生）信楽 

 誠におめでとうございます。 

 

 議事に入り今年度の活動方針を決定しました。 

 主な方針では レイ大ホームページの充実 

 地域活動部会を新設 地域と密に活動を行う。 

 

記念公演 

 ＳＮＳ（ライン ツイッター等）普及の留意点について 

滋賀県人権センター 松浦 弘明氏 

スマートフォンが普及し大変便利であるが使い方を間違えてしまうと大変危険 

特に小学生 中学生も持っている時代、家族でよく話し合って使うようにしてほしい。 

ネット社会には落とし穴がいっぱい潜んでいるので注意が必要 

記 ２１期 スポ 鈴木 勲 

  

 

 

梅雨の時期はうっとうしいものと決まっていますが、今年の雨は各地で数年に一回というような豪雨

が非常に多い。過去３度の大地震の上に雨と、この大地で天地双方の災害にもめげず日本人はよく頑張っ

ていると思います。 

われわれの同窓会も今年度から支部会則が大幅改正になり気持ちを新たに歩むことになりました。従

来の各運営事業部を各担当理事が事業部長となり、部毎の責任が明確になり、またボランティア事業部が

ボランティア活動を専門に支援することになりました。 

全体に各計画の効率的な運営が出来るように改正になったのです。 

わが文化広報部としても支部の事業内容と、ほとんどの人がされている日常活動内容を具体的に会員

の皆さんに知ってもらい、日々の生活の励みにしてもらえばというのがささやかな願いです。 

文化広報部 高山雅史 

編集後記 

平成２８年度本部定期総会開催報告 
 


